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・公園施設を安全で良好な状態に保つことに加え、安心・安全なまちづくりに即した公園
運営を行うことができた。

・緊急性・重要性の高い事案を優先的に公園整備・維持管理を実施
①公園施設の適切な修繕や入替え
②公園施設と植栽を安全で良好な状態に保つ
③来園者が増加する魅力あるバラ園づくりの推進
④記念公園整備の推進
⑤公園施設長寿命化計画の策定
・ステージの活用について、利用者が増えるよう利用方法や周知方法を見直す

第6次行政改革大綱
に基づく取組の進捗
状況

次年度以降におけ
る施策の具体的な
方向性

令和6年度実績

(3)

令和4年度実績

24.02ha24.02ha(1) 24.02ha

(2)

令和5年度実績

● 高齢化に伴い公園の利用者も子どもより高齢者が多くなってきていることから、設備につ
いても健康遊具などの大人向けのものを検討します。
● 台風や豪雨等の影響による、公園の土埃や土砂流出の対策を検討します。
●「 緑のトラスト保全地」の浸透には住民の理解が必要であることから、桜並木の保全等の
施策を進めます。
● 綾瀬川は一級河川のため、県との調整を図りながら、住民との協働による美化活動に努
めます。
● 民有地の放置林が増加していることから、適切な樹木の管理を研究します。
● 樹林地内の倒木・枯木の増加について、有効な管理保全方法を研究していきます。
● 綾瀬川については、良好な自然環境や生態系を考慮し、改修・維持管理を推進するとと
もに、景観に配慮した水辺環境の創出や大雨による浸水被害軽減のために必要な治水対
策を河川管理者である県に対し継続的に要望します。
● 町民に潤いを与える水辺空間の創出に取組みます。

指標名

都市公園の供用開始面積

今後に向けた
課題・方向性

・公園維持管理整備関係の事業について
①公園整備：記念公園予定地を買収した。
②公園施設維持管理：適正な維持管理、改修等を行い、安全で良好な状態を保つことができた。
③植栽関係：緑地の保全管理、適切な剪定・伐採等を行い、安全で良好な状態を保つことができた。
・バラ園運営事業等について
①バラ園の適正な運営管理が行われた。春のバラでは、バラ園有料化を実施し、多くの来園者にお越し
いただくことができた。
・記念公園にて、イベント広場ステージの供用を開始した。

施策を取り巻く
環境の変化に
ついて

・公園施設の老朽化対策について、長寿命化計画の策定等、計画的な事業展開の必要性
が高まっている。

施策達成度
の理由
（施策に対する
今年度の実績
及び効果）

施策を達成する
うえでの障害に
ついて

・多くの公園で樹木の成長が進み、周辺の住宅地で落ち葉の清掃や日照不足など住環境に
影響がでている。また、近年の台風や豪雨等の気象現象により、公園の土ほこり対策や園
内の土砂流出防止等の新たな対策が求められている。少子高齢化により公園の利用者・利
用形態に変化がみられる。

・公園整備について、一部進捗することができた。公園の維持管理により、安全で快適な利
用が図られた。

住民ニーズの変
化について

展開した事業は
適切であったか

・公園利用者と近隣住民のニーズの違いから、公園施設に求められる機能の多様化が進
み、運営が難しくなってきている。

施
策
実
現
の
た
め
の
課
題

169,955 166,790

24.12ha

当初予算額
決算額　　（単位；千円）

124,463

一般財源
行政評価表（事業評価一覧）

合計
16,000 19,3167,011

成
果
指
標
の
推
移

令和2年度実績 令和3年度実績

(4)

決算合計 国・県補助 地方債 その他特定財源

施策名 １-公園整備の推進

ま
ち
づ
く
り
目
標
値

目指す姿

　緑豊かな住環境の中で身近に水と緑とふれあうことができる、自然環
境に配慮したまちづくりが進められています。

目標（令和6年度）

26.55ha

施
策
の
内
容

令和５年度　行政評価表
担当課 都市計画課

今年度の
施策達成度

章名 第４章_キラキラ光る_ずっと住み続けたいまち A
施策が既に完了した。見直しや改善を行い最善に近い。（進捗率71～100％）

施策の見直し、改善等の検討余地がある。（進捗率31～70％）

施策を検討したが効果が上がらない。遅れている。未実施。（進捗率0～30％）節名 第２節_緑の快適空間づくり
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・安心・安全なまちづくりを促進するために、引き続き住宅の耐震診断・改修を促進し、町
民の生命・財産を保護する。

・耐震診断等の申請件数が目標に達していないことから、利用促進を図るため、耐震診
断や改修の必要性、制度利用のメリットなど、町民への周知の方法を検討する。また、よ
り利用しやすい制度を検討し耐震化率の向上を図る。
・耐震化の必要性・重要性を、今後も継続して啓発していく必要性があることから、広報
いなやホームページへの掲載以外の方法として、町民に対して耐震化をＰＲするため全
戸回覧を実施する。
・空家等対策計画策定のため、R4年度に実施した調査の結果等を踏まえた計画案の作
成等を進めていく。

第6次行政改革大綱
に基づく取組の進捗
状況

次年度以降におけ
る施策の具体的な
方向性

令和6年度実績

(3)

令和4年度実績

85％84％(1) 83％

(2)

令和5年度実績

● 立地適正化計画について策定に向けた研究を進めます。
● 都市計画マスタープランと本計画の整合を図る必要があることから、都市計画について
は、引き続きマスタープランに基づきまちづくりを進めていきます。
● 面的整備が困難な既成市街地については整備手法を研究していきます。
● 地籍調査を円滑に実施するためには、住民及び地権者に説明を行い、理解と協力を得
られるよう計画的に事業を実施します。
● 耐震化基準を満たしていない家屋等の耐震化は進んでいない状況であるため、耐震化
の有効性を理解してもらうとともに、耐震改修や建て替えを促します。
● 市街化区域に立地することが困難な開発行為については、都市計画マスタープランとの
整合を図り、法令に基づき市街化調整区域の立地についても検討していきます。
● 道路網の整備にあたっては、長期的な視点のもと、主要幹線道路への円滑な接続を目
指し、関係機関と協議しながら取組みます。
● 道路環境の維持・整備については、優先度の高い箇所から計画的に対応します。
● 空き家対策について、様々な施策を研究します。

指標名

住宅の耐震化率

今後に向けた
課題・方向性

・住民が安心して暮らせる住宅の確保を目的とし、木造住宅の耐震診断・改修に対する補助を
実施した。
申請件数は目標に届かなかったが、補助対象と思われる方々へ一部戸別に補助内容の分かる
チラシの配布を行った。
・住宅の新築や耐震基準を満たさない家屋の建て替えが進んだことにより、耐震基準を満たす
家屋が増加した。そのため、耐震化率は僅かではあるが向上している。
・空家等対策協議会条例を制定をすることにより協議会設置の体制を整えた。

施策を取り巻く
環境の変化に
ついて

・伊奈町に最も大きな被害をもたらし、最大震度７を想定する「関東平野北西縁断層帯地震」
は今後30年以内の発生確率は最大で0.008％とされているが、「茨城県南部地震」及び「東
京湾北部地震」でM７級の発生確率は70％とされている。（出典：埼玉県地震被害想定調査）
また、国内各地において、近年、大規模な災害を伴う地震が発生している。

施策達成度
の理由
（施策に対する
今年度の実績
及び効果）

施策を達成する
うえでの障害に
ついて

・国内において続発する大規模地震の報道等に接することにより、家屋倒壊等の危険性を
改めて認識する機会が増加している。

・家屋の耐震改修を促進するため、木造住宅の耐震診断や改修に対する補助を実施した。
今後も、広報いなやホームページ等を通して、耐震化の必要性・重要性を啓発していく必要
がある。

住民ニーズの変
化について

展開した事業は
適切であったか

・耐震基準を満たさない家屋に居住する方の、地震による家屋の倒壊・損壊に対する対策や
心構えが必要となる。

施
策
実
現
の
た
め
の
課
題

600 550

85％

当初予算額
決算額　　（単位；千円）

275

一般財源
行政評価表（事業評価一覧）

合計
0 0275

成
果
指
標
の
推
移

令和2年度実績 令和3年度実績

(4)

決算合計 国・県補助 地方債 その他特定財源

施策名 ３-安心・安全な市街地の形成

ま
ち
づ
く
り
目
標
値

目指す姿

　駅などを中心とした地域特性を生かした魅力とにぎわいのある拠点づ
くりが進むとともに、安全で快適な市街地の形成が図られています。
　また、誰もが町内を円滑に移動できる道路網が整備されています。

目標（令和6年度）

90％

施
策
の
内
容

令和５年度　行政評価表
担当課 都市計画課

今年度の
施策達成度

章名 第４章_キラキラ光る_ずっと住み続けたいまち A
施策が既に完了した。見直しや改善を行い最善に近い。（進捗率71～100％）

施策の見直し、改善等の検討余地がある。（進捗率31～70％）

施策を検討したが効果が上がらない。遅れている。未実施。（進捗率0～30％）節名 第４節_良好な市街地の形成


